
















































































BCCWJ は 1 億語コーパスと呼ばれることもあるが、その名のとおり、









表１の延べ語数の列を見ると、BCCWJ には、全部で 104,612,423 の形態素が、
つまり、1 億を少し超える数の形態素が含まれていることがわかる。これら約
1 億の形態素の中で際立って数が多いのが、助詞と名詞である。そして、それ




品詞 延べ語数 異なり語数 延べ語数／異なり語数
助詞 31,428,580 139 226,105
助動詞 10,279,970 71 144,788
連体詞 997,276 48 20,777
接続詞 481,094 35 13,746
代名詞 1,516,372 121 12,532
接辞 4,215,052 1,047 4,026
動詞 14,148,216 9,540 1,483
形容詞 2,902,230 2,483 1,169
副詞 1,830,329 3,071 596
感動詞 161,716 371 436










これは、BCCWJ の中で、1 種類の助詞が平均して 226,105 回も使用されてい
ることを示している。逆に、「延べ語数／異なり語数」の値が最も小さいのが



















上記の（3）では、① 6 桁の助詞・助動詞から④ 3 桁の副詞・感動詞・名詞
までが連続して並んでいる。しかし、表１に戻って、①から④までのそれぞれ
のグループ間の「延べ語数／異なり語数」の数値の差を細かく見ていくと、①
6 桁の助詞・助動詞と② 5 桁の連体詞・接続詞・代名詞の間には、やや大きな
差があるように感じられる。機能語と実質語の連続性に関して表１から読みと
れることを、この章の結論として述べると、次の（4）のようになる。

























「助詞 - 係助詞」「助詞 - 終助詞」「助詞 - 接続助詞」「助詞 - 副
詞化」「助詞 - 副助詞」「助詞 - 副助詞／並立助詞／終助詞」「助
詞 - 並立助詞」「助詞 - 連体化」
助詞
「助動詞」「名詞 - 特殊 - 助動詞語幹」 助動詞
「接続詞」 接続詞
「形容詞 - 接尾」「接頭詞 - 数接続」「接頭詞 - 名詞接続」「動詞
- 接尾」「名詞 - 接尾 - サ変接続」「名詞 - 接尾 - 一般」「名詞 -
接尾 - 形容動詞語幹」「名詞 - 接尾 - 助数詞」「名詞 - 接尾 - 助
動詞語幹」「名詞 - 接尾 - 人名」「名詞 - 接尾 - 地域」「名詞 - 接
尾 - 特殊」「名詞 - 接尾 - 副詞可能」
接辞
「動詞 - 自立」「動詞 - 非自立」 動詞
「副詞 - 一般」「副詞 - 助詞類接続」 副詞
「名詞 - サ変接続」「名詞 - 一般」「名詞 - 固有名詞 - 一般」「名
詞 - 固有名詞 - 人名 - 一般」「名詞 - 固有名詞 - 人名 - 姓」「名
詞 - 固有名詞 - 人名 - 名」「名詞 - 固有名詞 - 組織」「名詞 - 固
有名詞 - 地域 - 一般」「名詞 - 固有名詞 - 地域 - 国」「名詞 - 数」「名
詞 - 非自立 - 一般」「名詞 - 非自立 - 形容動詞語幹」「名詞 - 非
自立 - 助動詞語幹」「名詞 - 非自立 - 副詞可能」「名詞 - 副詞可能」
名詞
「名詞 - 代名詞 - 一般」 代名詞
「連体詞」 連体詞
上記の表２のようにして茶筌の品詞タグを変換し、次の表３を作成した。











品詞 延べ語数 異なり語数 延べ語数／異なり語数
助動詞 20,430 48 426
助詞 45,745 151 303
フィラー 9,301 157 59
代名詞 3,822 69 55
連体詞 2,347 45 52
感動詞 7,902 172 46
接続詞 2,678 84 32
副詞 7,949 375 21
動詞 18,236 924 20
接辞 4,419 323 14
形容詞 5,930 439 14





で、その他はすべて 2 桁であるので、この方法だと 2 グループにしか分類でき
ないことになってしまう。そこで、「延べ語数／異なり語数」が 2 桁の品詞を、
さらに2つのグループに分けることにした。表３に現われた12種類の品詞の「延














BCCWJ においては助詞が 1 位で助動詞が 2 位であったが、表３の KY コーパ



















































詞 は、BCCWJ と KY コ ー パ ス で、 完 全 に 一 致 し て い る こ と が わ か る。
BCCWJ と KY コーパスのいずれにおいても、助詞・助動詞は「機能語的」で
あり、連体詞・接続詞・代名詞は「中間」であり、接辞・動詞・形容詞・副詞・
名詞は「実質語的」である。

























うに、「動詞 - 自立」「動詞 - 非自立」という 2 種類の茶筌のタグを統合して「動
詞」という品詞を新たに設定し、分析を行なった。名詞についても同様に、「名










「助詞」「動詞 - 自立」「名詞 - 一般」のそれぞれの形態素について、KY コー
パスにおける使用回数をまとめたものが、次の表５である。
表５を見ると、KY コーパスの 90 人分の OPI データの中で、500 回以上使
用されている形態素が、助詞には 15 語、動詞 - 自立には 5 語、名詞 - 一般には
1 語あることがわかる。500 回以上使用された形態素の数は、助詞が最も多く、
次に動詞 - 自立、その次が名詞 - 一般という順になっている。次に、使用回数
が 100 ～ 499 回の形態素数を見ると、どの品詞もだいたい同じような数字では




使用回数 助詞 動詞 - 自立 名詞 - 一般
500 回以上 15 5 1
100 ～ 499 回 18 20 18
50 ～ 99 回 9 16 27
50 回未満 109 823 2,674
合計 151 864 2,720













から 3 位の「は」「の」「て」は、使用回数が 5,000 回を超えている。一方、名
詞 - 一般は、第 1 位の「人」でも使用回数が 597 回であり、助詞 15 位の「よ」
よりも少ない使用回数となっている。
このように見ると、動詞 - 自立は、やはり助詞と名詞 - 一般の中間に位置し
ていると言える。動詞第 1 位の「する」は、様々なサ変動詞を作り得るもので
あるので、実質的な第 1 位とは言いにくい。実質的には、第 2 位の「ある」が、
最も多く使用されている動詞であろう。ただし、使用回数を見ると、第 3 位の
「思う」、第 4 位の「言う」と大きな差はない。使用回数は、「ある」が 1,170 回、







順位 助詞 動詞 - 自立 名詞 - 一般
1 位 は（5,267） する（2,441） 人（597）
2 位 の（5,225） ある（1,170） 先生（385）
3 位 て（5,038） 思う（1,108） 自分（384）
4 位 に（3,673） 言う（1,016） 日本語（323）
5 位 が（3,322） なる（626） 大学（251）
6 位 と（3,173） 行く（494） 友達（219）
7 位 ね（2,274） わかる（436） 学校（211）
8 位 か（2,177） 見る（396） 日本人（191）
9 位 を（1,939） 来る（373） 家（148）
10 位 で（1,735） やる（324） 子供（145）
11 位 から（1,631） いる（298） 学生（138）
12 位 も（1,612） できる（294） テレビ（135）
13 位 けど（1,158） 違う（238） 国（132）
14 位 とか（1,033） 住む（237） 本（114）
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